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特集

倫理的感受性を高める
ACPにも必要な「価値観を揺さぶら
れる」感性
誰かの人生に深く関わる訪問看護の現場では、
倫理的葛藤に直面することが多くあります。
ただ、それを「課題」として意識する機会がない限り、
ケアを提供すべき療養者や家族と、知らず知らずのうちに
すれ違ってしまう可能性さえあります。
「よかれと思っていたこと」が、相手には不快なことだった。
「きっとこうだろう」という思い込みで、失敗した。
「本当にこれでよかったのだろうか」と今でも迷っている。
本特集では、療養者や家族から学んだ大切な経験を寄せていただき、
「価値観を揺さぶられる」ことの重要性に焦点を当てます。

療養者と家族から教えてもらった倫理的課題
◉濵本千春
◉倉持雅代
◉森本清美
◉宮子あずさ
物語『もやもやちゃん』
◉新城拓也
漫画『家でのこと』に引き出される倫理観
◉清水奈穂美
多職種で倫理検討会をしています！
倫理的なことを「問いかけ」合える健全な仲間
◉田中美樹、清水奈穂美
アンコンシャスバイアスとは何か
「思い込み」を脱し、柔軟性を高める
◉北村英哉

※一部変更となることがあります。
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編集後記

ポ ジティヴヘルスは、在宅ケアに
馴染む発想だろうなあと感じて

います。身体的・精神的状態や日常
機能をみる一方、その人の内面の変
化にも目を向け、心の中で構成・再
構築される価値観に注目しています。
そこでのアプローチとして、「対話」が
挙げられているところも面白いなあと感
じました。誰かとの対話で、いや、むし
ろ対話の中であるからこそ書き換わっ
ていくのかもしれません。／対話という
点でいえば、流山市の取り組みにも学
びがあります。正しい情報を手にすれ
ば誰もが動き出せるわけではなく、疑
問や不安を対話による共有が大切な
のだといいます。「呼吸」と一緒で、疑
問や不安を吐き出すこととセットにしな
いと、正確な情報を吸い込むことさえ
できないのかも？　どちらにも、対話を
意識的に組み込んでいることが見てと
れました。……小池

鈴 木央先生の連載「地域連携
の技術ファシリテーション・スキ

ル」が、今回で最終回を迎えました。
先生、１年間本当にありがとうございま
した！　きっかけは、昨年の第1回日本
在宅医療連合学会大会でのワーク
ショップでした。今年の第2回大会は
新型コロナの影響によりオンラインでし
たが、座長はじめ皆さんがファシリテー
ション上手で、Zoomのチャット機能な
どを効果的に使い、まるで参加してい
るかのように視聴することができまし
た。心理的・物理的な距離を縮めてく
れるこのスキルは、在宅医療現場の
「宝」の１つだと感じました。…米沢
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